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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本質的に角形の複数の密閉形単電池容器（１）を有し、前記単電池容器のそれぞれで一
方の側面が少なくとも部分的に負極（－）としてかつその反対の側面が少なくとも部分的
に正極（＋）として形成されており、その際に前記単電池容器（１）が、極（－）と極（
＋）とが互いに密着して、正極端子（１４）と負極端子（１３）との間で延在しており、
かつ前記単電池容器（１）がそれぞれ、機械的に支持する非導電性枠体（２）により囲ま
れている、組電池（０）であって、
銅とアルミニウムとから形成され、銅側がアノード活物質（９）で、アルミニウム側がカ
ソード活物質（８）でコーティングされた、少なくとも１個の平らなバイメタル（７）を
特徴とし、前記バイメタルが、前記単電池容器（１）１個の内部でその極（＋）、（－）
に平行に延在しており、イオンを通さないように前記単電池容器（１）の枠体（２）に結
合されており、こうして単電池容器（１）が少なくとも２個の直列に接続されたガルバニ
電池へ分割されている、組電池（０）。
【請求項２】
　前記単電池容器（１）の負極（－）が、内側がアノード活物質（５）でコーティングさ
れた平面状の銅体（３）により形成されている、請求項１記載の組電池。
【請求項３】
　前記単電池容器（１）の正極（＋）が、内側がカソード活物質（６）でコーティングさ
れた平面状のアルミニウム体（４）により形成されている、請求項１又は２記載の組電池
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。
【請求項４】
　前記単電池容器（１）の内部で、前記バイメタル（７）上に積層された活物質（８）、
（９）が、極（＋）、（－）上に積層された対活物質（５）、（６）と共にガルバニ電池
を形成する、請求項２又は３記載の組電池。
【請求項５】
　銅とアルミニウムとから形成され、銅側がアノード活物質（５）で、アルミニウム側が
カソード活物質（６）でコーティングされた、少なくとも１個の平らな第二バイメタル（
７*）であって、前記第二バイメタルが、前記単電池容器（１）内部で第一バイメタル（
７）に平行に延在しており、イオンが通らないように前記単電池容器（１）の枠体（２）
に結合されており、こうして前記単電池容器（１）が、少なくとも３個の直列に接続され
たガルバニ電池へ分割されており、その際に前記第一バイメタル（７）上に積層された前
記活物質が、前記第二バイメタル（７*）上に積層された前記対活物質と共にガルバニ電
池を形成する、請求項１から４までのいずれか１項記載の組電池。
【請求項６】
　前記単電池容器（１）が、前記枠体（２）を包み込む少なくとも１個の締付手段（１５
）を用いて固定されてスタックとなる、請求項１から５までのいずれか１項記載の組電池
。
【請求項７】
　前記アノード活物質（５）、（９）が、黒鉛；無定形炭素；ナノ結晶質ケイ素又は無定
形のケイ素並びにケイ素－炭素複合体、スズ、アルミニウム、及びアンチモンを含め、リ
チウム吸蔵金属及びリチウム合金；及びＬｉ4Ｔｉ5Ｏ12又はそれらの混合物を含む群から
選択されている、請求項１から６までのいずれか１項記載の組電池。
【請求項８】
　前記カソード活物質（６）、（８）が、ＬｉＣｏＯ2、ＬｉＮｉＯ2、ＬｉＮｉ1-xＣｏx

Ｏ2、ＬｉＮｉ0.85Ｃｏ0.1Ａｌ0.05Ｏ2を含め、タイプＬｉＭxＯ2のリチウム金属酸化物
；Ｌｉ1+x（ＮｉyＣｏ1-2yＭｎy）1-xＯ2、０≦ｘ≦０．１７、０≦ｙ≦０．５；ドープ
された又はドープされていないＬｉＭｎ2Ｏ4スピネル；及びドープされた又はドープされ
ていない、ＬｉＦｅＰＯ4、ＬｉＭｎＰＯ4、ＬｉＣｏＰＯ4、ＬｉＶＰＯ4を含め、リチウ
ム金属リン酸塩ＬｉＭＰＯ4；並びにフッ化鉄（ＩＩＩ）（ＦｅＦ3）のような変換材料又
はそれらの混合物を含む群から選択されている、請求項１から７までのいずれか１項記載
の組電池。
【請求項９】
　前記バイメタル（７）が、アルミニウムはく（７２）と冷間溶接された銅はく（７１）
である、請求項１から８までのいずれか１項記載の組電池。
【請求項１０】
　請求項１から９までのいずれか１項記載の組電池（０）の単電池容器（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、本質的に角形の複数の密閉形単電池容器を有し、前記単電池容器のそれぞれ
で一方の側面が少なくとも部分的に負極としてかつその反対の側面が少なくとも部分的に
正極として形成されており、その際に前記単電池容器が、極と極とが互いに密着して、正
極端子と負極端子との間に延在しており、かつ前記単電池容器がそれぞれ、機械的に支持
する非導電性枠体により囲まれている、組電池に関する。
【０００２】
　この種の組電池は国際公開(WO-A1)第2009/103527号から知られている。
【０００３】
　本発明の意味でのガルバニ電池は化学エネルギーを電気エネルギーに変換する装置であ
る。イオン伝導性電解質の充てんされた室が重要であり、前記室中にアノード及びカソー
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ドが配置されている。前記電解質は室中に保持されているので、イオンは前記室を出るこ
とができない。前記アノード及び前記カソードは複数の部分から作られていてよい。アノ
ードとカソードとの短絡を防止するために、イオン伝導性で電気絶縁性のセパレータが前
記電極の間に配置されていてよい。
【０００４】
　本明細書で使用される意味での活物質は、イオンを挿入及び脱離することのできる物質
である。アノード活物質はアノードを形成し、カソード活物質はカソードを形成する。ア
ノード活物質の対活物質はカソード活物質であり；カソード活物質の対活物質はアノード
活物質である。
【０００５】
　電気的に互いに接続された少なくとも２個のガルバニ電池は組電池を形成する。
【０００６】
　本明細書で使用される単電池容器という概念は、少なくとも１個のガルバニ電池を収容
する機械的構造群を呼ぶ。
【０００７】
　国際公開(WO-A1)第2009/103527号には、車両用途に適したリチウムイオン高電圧二次組
電池の構成が記載されている。その際に各単電池容器はちょうど１個のガルバニ電池を収
容し；個々の単電池の容量を上昇させるために、同じ極性の多数の電極はくがその中で集
電体ラグ(Stromableiterfahnen)を介して電気的に互いに結合されている。それゆえ前記
単電池容器の前記極間の電圧は前記活物質の選択から直接得られる；例えば前記のＬｉイ
オンで作る場合に、単電池容器あたり３．６Ｖの単電池電圧が予想されうる。前記の組電
池の内部に３０個の単電池容器が直列に接続されていると、その組電池電圧は約１０８Ｖ
である。
【０００８】
　この種の組電池は、高容量が人気のある使用目的に好適である（高エネルギー用途）。
前記集電体ラグを介した単電池内接続の原理に起因する欠点は、その充電速度及び放電速
度を低下させる比較的大きな内部抵抗である。更にまた前記内部抵抗は製造コストを高め
る。
【０００９】
　この技術水準に関して、本発明には、より僅かな内部抵抗を有し、ゆえに急速な充電又
は放電を必要とする用途（高性能用途）に適している、冒頭に記載された種類の組電池を
示すという課題が基礎となっている。
【００１０】
　前記課題は、銅とアルミニウムとから形成され、銅側がアノード活物質で、アルミニウ
ム側がカソード活物質でコーティングされた少なくとも１個の平らなバイメタルにより解
決され、前記バイメタルは、前記単電池容器１個の内部で前記単電池容器の極に平行に延
在しており、イオンを通さないように前記単電池容器の枠体に結合されており、こうして
前記単電池容器が少なくとも２個の直列に接続されたガルバニ電池へ分割するように配置
されることができる。
【００１１】
　したがって、本発明の対象は、本質的に角形の複数の密閉形単電池容器を有し、前記単
電池容器のそれぞれで一方の側面が少なくとも部分的に負極としてかつその反対の側面が
少なくとも部分的に正極として形成されており、その際に前記単電池容器が、極と極とが
互いに密着して、正極端子と負極端子との間で延在しており、かつ前記単電池容器がそれ
ぞれ、機械的に支持する非導電性枠体により囲まれている、組電池であり、前記単電池容
器で、銅とアルミニウムとから形成され、銅側がアノード活物質で、アルミニウム側がカ
ソード活物質でコーティングされた少なくとも１種の平らなバイメタルが、前記単電池容
器１個の内部でその極に平行に延在しており、イオンを通さないように前記単電池容器の
枠体に結合されており、こうして前記単電池容器が、少なくとも２個の直列に接続された
ガルバニ電池へ分割されている。
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【００１２】
　本発明の基本思想は、前記構造群の内部に、単電池容器に１個のみのガルバニ電池では
なくて、少なくとも２個の直列に接続されたガルバニ電池を設けることにある。前記電気
的接続は本発明によれば、同時に集電体としてアノード及びカソードに利用される前記バ
イメタルを介して行われる。前記バイメタルは本発明によればイオンを通さないように前
記枠体に結合される―これは、電解質が前記バイメタルの両側で互いに接触していないこ
とを意味する―ので、前記バイメタルを越えるイオン交換は許されていない。電子のみが
前記バイメタルを通り移動し、それゆえその直列接続に必要な電気的接続を生み出す。
【００１３】
　この配置の利点は、直列に接続された前記電極間の電流が、前記バイメタルの全面積に
わたって流れることができ、それによりその内部抵抗が低下することにある。その充電速
度及び放電速度が上昇することにより、廃熱を前記組電池から排出するのがより僅かにな
る。前記単電池容器内部の集電体ラグも省略され、このことは前記単電池容器の製造を単
純化し、かつ好ましくする。
【００１４】
　本発明による個々の単電池容器の容量は、同じ体積では確かに技術水準に記載された単
電池容器の場合よりも僅かであるが；しかし高性能用途の場合にそれは問題ではない。こ
こでは、むしろ、同一の活物質の場合の個々の単電池容器の前記極間の電圧が、技術水準
の場合よりも少なくとも２倍大きいことが有利である。
【００１５】
　全部合わせてみると、本発明は公知の高エネルギー組電池の構造上の利点を高性能組電
池に転用する。
【００１６】
　有利には、前記単電池容器の負極は、内側がアノード活物質でコーティングされた平面
状の銅体により形成されており；前記単電池容器の正極は相応して、内側がカソード活物
質でコーティングされた平面状のアルミニウム体により形成されているべきである。この
ようにして前記単電池容器は特にコンパクトになり、かつその内部抵抗はさらに減少する
。
【００１７】
　前記極がそれらの内面上で活物質でコーティングされている場合には、前記単電池容器
内部で前記バイメタル上に積層された活物質が、極上に積層された対活物質と共にガルバ
ニ電池を形成することが考えられる。このようにして前記単電池容器は特にコンパクトに
なる。
【００１８】
　２個以上のバイメタルを前記枠体の内部に配置し、このようにして前記単電池容器を３
個以上のガルバニ電池へ分割することも可能である。このためには、銅とアルミニウムと
から形成され、銅側がアノード活物質で、アルミニウム側がカソード活物質でコーティン
グされた平らな第二バイメタルになり、前記第二バイメタルは、前記単電池容器の内部で
第一バイメタルに平行に延在しており、イオンを通さないように前記単電池容器の枠体に
結合されており、こうして前記単電池容器は少なくとも３個の直列に接続されたガルバニ
電池へ分割され、その際に前記第一バイメタル上に積層された活物質は、前記第二バイメ
タル上に積層された対活物質と共にガルバニ電池を形成する。
【００１９】
　本発明の特別な更なる展開は、前記単電池容器が、前記単電池容器の枠体を包み込む少
なくとも１個の締付手段(Spannmittel)を用いて固定してスタックにすることを規定する
。その締付力は次いで直接、前記締付手段と前記単電池容器の枠体との間に移転される。
このようにして前記単電池容器の極間の良好な接触を有する機械的に極めて安定な組電池
が生じる。
【００２０】
　好ましくは、リチウムイオンベースの組電池の単電池化学が実施される。このためには
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、常用の活物質が使用されることができる。これらは前記アノード活物質のためには、黒
鉛；無定形炭素；リチウム吸蔵金属及びＬｉ合金、以下のものも含む：ナノ結晶質ケイ素
又は無定形ケイ素並びにケイ素－炭素複合体、スズ、アルミニウム、及びアンチモン；及
びＬｉ4Ｔｉ5Ｏ12又はそれらの混合物である。
【００２１】
　本発明の特に洗練された実施態様はチタン酸リチウム含有アノード材料（いわゆるＬＴ
Ｏ）の使用により達成されることができる：アノード材料としてのチタン酸Ｌｉ（Ｌｉ4

Ｔｉ5Ｏ12）の使用の際に、すなわち前記バイメタルが放棄され、かつその代わりにアル
ミニウム製の"モノメタル"、すなわち純アルミはくが使用されることができる。前記チタ
ン酸塩は、その高い電位に基づきアノード材料としてアルミはく上でもコーティングされ
ることができる。前記アルミニウムモノメタルは次いでキャリヤ材料として、アノード及
びカソードに適しており、ゆえに分離層としても使用されることができる。ＬＴＯアノー
ドによって、前記アルミニウムモノメタルは前記単電池を再び単純化させ、材料移動を省
略し、その内部抵抗は潜在的に再びより僅かになり、かつ前記単電池はより安価になる。
その他の点では、前記組電池は前記バイメタルを用いるのとちょうど同じように構成され
る。
【００２２】
　したがって、本発明の対象は、本質的に角形の複数の密閉形単電池容器を有し、前記単
電池容器のそれぞれで一方の側面が少なくとも部分的に負極としてかつその反対の側面が
少なくとも部分的に正極として形成されており、その際に前記単電池容器が、極と極とが
互いに密着して、正極端子と負極端子との間で延在しており、その際に前記単電池容器が
それぞれ、機械的に支持する非導電性枠体により囲まれており、かつ前記単電池容器では
、一方の面がチタン酸リチウム含有アノード活物質で、他方の面がカソード活物質でコー
ティングされ、アルミニウムから形成された少なくとも１個の平らなモノメタルが、前記
単電池容器１個の内部でその極に平行に延在しており、イオンを通さないように前記単電
池容器の枠体に結合されており、こうして前記単電池容器が、少なくとも２個の直列に接
続されたガルバニ電池へ分割されている、組電池でもある。
【００２３】
　前記モノメタル単電池及び前記バイメタル単電池のための前記カソード材料の選択は自
由であり、前記モノメタル単電池の場合に、単に前記アノード材料はチタン酸Ｌｉ上に固
定されている。前記カソード活物質については、相応して双方の実施態様において使用さ
れることができる：
タイプＬｉＭxＯ2のリチウム金属酸化物、以下のものも含む：ＬｉＣｏＯ2；ＬｉＮｉＯ2

；ＬｉＮｉ1-xＣｏxＯ2；ＬｉＮｉ0.85Ｃｏ0.1Ａｌ0.05Ｏ2；Ｌｉ1+x（ＮｉyＣｏ1-2yＭ
ｎy）1-xＯ2、０≦ｘ≦０．１７、０≦ｙ≦０．５；ドープされた又はドープされていな
いＬｉＭｎ2Ｏ4スピネル；及びドープされた又はドープされていないリチウム金属リン酸
塩ＬｉＭＰＯ4、以下のものも含む：ＬｉＦｅＰＯ4、ＬｉＭｎＰＯ4、ＬｉＣｏＰＯ4、Ｌ
ｉＶＰＯ4；並びに変換材料、例えばフッ化鉄（ＩＩＩ）（ＦｅＦ3）又はそれらの混合物
。
【００２４】
　前記の活物質はそれ自体知られた方法で、場合によっては導電添加剤及び接着促進剤(H
aftvermittler)と混合して、前記極体もしくは前記バイメタル上に施与される。
【００２５】
　好ましくは、前記バイメタルはアルミニウムはくと銅はくとから、双方のはくが冷間溶
接されることによってそれ自体知られた方法で製造される。このためには、前記はくはま
ず最初に、後の界面上に高い表面品質を備えさせ（研磨され）、次いで特別な熱作用なし
に、しかしながら高圧下で互いにプレスされる。前記はくの緊密な接近及びそのより僅か
な粗さにより、前記はくを一緒に保持する接着表面力がその界面上で有効になる。Ｃｕ／
Ａｌバイメタルはくの前記製造はそれ自体が技術水準である。
【００２６】



(6) JP 5762537 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

　本発明の対象は本発明による組電池の単電池容器でもある。
【００２７】
　本発明は目下、実施例に基づき図面を利用しながら、より詳細に説明される。このため
に以下に略示的に示す：
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図０】凡例
【図１】２個のガルバニ電池を有する単電池容器の断面図
【図２】３個のガルバニ電池を有する単電池容器の断面図
【図３】単電池容器の上面図
【図４】組電池の側面図
【図５】組電池の上面図
【００２９】
　図１は、本発明による組電池０の単電池容器１をその最も単純な形態で示す。単電池容
器１はほぼ本質的な角形かつ平面であり；特に図１中の断面図及び図３中の上面図の概要
からわかる通りである。前記断面図中で、単電池容器１は誇張して厚く示されており；実
地において、単電池容器１はより平らに作られていてよい。
【００３０】
　単電池容器１の支持する部分は非伝導性プラスチック製の枠体２である。正面側では枠
体２は一方では銅体３によりかつ他方ではアルミニウム体４により密閉されている。双方
の金属体３、４は、角形の単電池容器１の反対の側面を形成する平らなはくである。銅体
３は前記単電池容器の負極（－）として；アルミニウム体４は正極（＋）として利用され
る。
【００３１】
　銅体３は、その内面上でアノード活物質５でコーティングされており；アルミニウム体
４はそれに対してカソード活物質６でコーティングされている。金属体３、４はそれゆえ
双方の前記電極の集電体としても利用される。金属体３、４間のショートは、その点では
絶縁体としても利用される枠体１を介して防止される。
【００３２】
　双方の活物質５、６は、リチウムイオン二次単電池用のそれ自体として知られた混合物
であり；すなわち黒鉛；無定形炭素；リチウム吸蔵金属及びリチウム合金、以下のものも
含む：ナノ結晶質ケイ素又は無定形ケイ素並びにケイ素－炭素複合体、スズ、アルミニウ
ム、及びアンチモン；及びＬｉ4Ｔｉ5Ｏ12又は前記アノード用のそれらの混合物もしくは
タイプＬｉＭxＯ2のリチウム金属酸化物、以下のものも含む：ＬｉＣｏＯ2；ＬｉＮｉＯ2

；ＬｉＮｉ1-xＣｏxＯ2；ＬｉＮｉ0.85Ｃｏ0.1Ａｌ0.05Ｏ2；Ｌｉ1+x（ＮｉyＣｏ1-2yＭ
ｎy）1-xＯ2、０≦ｘ≦０．１７、０≦ｙ≦０．５；ドープされた又はドープされていな
いＬｉＭｎ2Ｏ4スピネル；及びドープされた又はドープされていないリチウム金属リン酸
塩ＬｉＭＰＯ4、以下のものも含む：ＬｉＦｅＰＯ4、ＬｉＭｎＰＯ4、ＬｉＣｏＰＯ4、Ｌ
ｉＶＰＯ4；並びに変換材料、例えばフッ化鉄（ＩＩＩ）（ＦｅＦ3）又は前記カソード用
のそれらの混合物である。
【００３３】
　双方の金属体３、４上の活物質５、６が共にガルバニ電池を形成するのではなく、ほぼ
中央で前記単電池容器１中へはめ込まれたバイメタル７上のそれぞれの対活物質６、５と
共にガルバニ電池を形成する。
【００３４】
　バイメタル７は銅はく７．１とアルミニウムはく７．２とから構成されている。このた
めには、双方のはく７．１、７．２はそれらの向いた方の側で高い表面品質（研磨等によ
る極めて僅かな粗さ）を備えさせて高圧下で互いにプレスされたので、冷間溶接が起こり
、かつはく７．１、７．２は溶接されて事実上分離され得ないバイメタル７になる。
【００３５】



(7) JP 5762537 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

　平らなバイメタル７は双方の前記極（＋）、（－）に平行にほぼ中央で単電池容器１を
通り延在しており、かつこのバイメタルが２個のガルバニ電池へ分割する。前記バイメタ
ルは、双方のガルバニ電池のためにそれぞれ１個の電極として、すなわち前記負極（－）
の方を向いた単電池のためにカソードとしてかつ前記正極（＋）の方を向いた単電池のた
めにアノードとして機能する。このためには、バイメタル７の前記負極（－）の方を向い
たアルミニウムはく７．２はカソード活物質８でコーティングされており；バイメタル７
の前記正極（＋）の方を向いた銅はく７．１は、相応してアノード活物質９でコーティン
グされている。
【００３６】
　バイメタル７の両側で、単電池容器１は電解質１０で充てんされている。電解質として
、それ自体知られた方法で、例えば、エチレンカーボネート（ＥＣ）、ジメチルカーボネ
ート（ＤＣ）、プロピレンカーボネート（ＰＣ）、メチルプロピルカーボネート（ＰＭＣ
）、ブチレンカーボネート（ＢＣ）、ジエチルカーボネート（ＤＥＣ）、γ－ブチロラク
トン（γ－ＢＬ）、ＳＯＣｌ2及び／又はＳＯ2中のＬｉＰＦ6、ＬｉＢＦ4、ＬｉＣｌＯ4

、ＬｉＡｓＦ6、ＬｉＣＦ3ＳＯ3、ＬｉＣｌＯ4、リチウムビスオキサラトボラート（Ｌｉ
ｂｏｂ）及び／又はリチウム－ビス（トリフルオロメチルスルホニル）アミド（ＢＴＡ、
ＬｉＮ（ＳＯ2ＣＦ3）2）の溶液が使用されることができる。前記電解質溶液は通常、支
持電解質につき０．１～５モル／ｌ及び特に好ましくは０．５～２モル／ｌを有する。
【００３７】
　電解質１０はそれぞれ、バイメタル７と金属体３、４との間の空間を満たし、前記空間
中でそれぞれ、前記金属体もしくは前記バイメタルのアノード及びカソードが配置されて
いるので、バイメタル７の両側にそれぞれ１個のガルバニ電池が形成される。前記電極は
それぞれ、前記電極間のショートを防止するために、イオン透過性だが、しかし電気絶縁
性のセパレータ１１により互いに分離されている。バイメタル７は枠体２に取り付けられ
ており、かつ端子領域内でガスケット１２でイオンが漏れないので、前記バイメタルを介
したイオン橋は生じない。アノード５／カソード８及びアノード９及びカソード６からな
る双方のガルバニ電池はそのためにイオンが互いに分離されているが、しかし前記バイメ
タルを介して電気的接続があるので、単電池容器１の双方の極（＋）、（－）の間で２個
のガルバニ電池が直列に接続されている。
【００３８】
　本発明によれば、前記単電池容器を２個のバイメタルによって３個のガルバニ電池へ分
割することも可能である。第二バイメタル７*を有する相応する層は図２に示されている
。もちろん、２個よりも多いバイメタルの使用によっても単電池容器あたりの単電池数は
更に上昇されることができる。
【００３９】
　図４及び図５は、どのように複数の単電池容器１から１個の組電池０にまとめることが
できるかを示している。このためには、単電池容器１は（示された例においてその数が６
個）反対の極と―それぞれ（＋）が（－）に―互いに密着して、負極端子１３と正極端子
１４の２個の間にスタッキングされ、かつ締付手段１５を用いて固定される。このように
して、個々の単電池容器の直列接続が生じる。前記単電池化学が３．６Ｖのリチウムイオ
ン技術に基づいており、かつ各単電池容器１が図１に相応して２個のガルバニ電池を有す
る場合には、端子１３、１４間の組電池電圧は全部で４３．２Ｖである。その容量を上昇
させるために、２個のこの種の組電池０は変わらない電圧で並列に接続されることができ
る。
【００４０】
　組電池０に作用する外力及び内力は、締付手段１５及び個々の単電池容器１の枠体２に
より吸収される。機械的に感受性の前記電極及び前記セパレータはこうして有害な力作用
から免れる。
【００４１】
　前記組電池及び前記単電池容器は単に略示的に示されたものである。適した構成は、国
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内容にその点では関連づけられる。更に、前記組電池にそれ自体として知られた機能ユニ
ット、例えば冷却装置及び／又は組電池管理システムを備えさせてよい。
【符号の説明】
【００４２】
　０　組電池
　１　単電池容器
　２　枠体
　３　銅体
　４　アルミニウム体
　５　Ｃｕ体上のアノード活物質
　６　Ａｌ体上のカソード活物質
　７　バイメタル
　７１　前記バイメタルのＣｕはく
　７２　前記バイメタルのＡｌはく
　７*　第二バイメタル
　８　バイメタル上のカソード活物質
　９　バイメタル上のアノード活物質
　１０　電解質
　１１　セパレータ
　１２　ガスケット
　１３　負極端子
　１４　正極端子
　１５　締付手段
　（－）　負極
　（＋）　正極
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